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界各地の隅々まで広がっている。東アジアでは発展途上国、先進国を問わず、全ての国が影響を受けている。我々は、この金融危機下において、グローバル化という問題に今一度立ち返ることが重要 あろう。今回の金融危機 明らかなように、リスクはアメリカという震源地からモンゴルまで広がっていく。特に東アジアで地域統合を行うこと、つまり経済的にも政治的にも 社会的にも密接につながることが、グローバル化の中でどのような意味を持つの を具体的に述べたい。● 「経済統合」 の経緯
　まず、これまでどうやって実質的な統合
が進んできたのかを考えてみよう。東アジアは経済統合を通じて経済発展に成功し、ラテンアメリカやサブサハラより 高い成長を実現してきた。私はミャンマーから東の地域を東アジアと呼んでいるが、この二〇年、東アジアのＧＤＰ成長率は年率
八％だった。域内貿易の成長率は一二％であり、この数字は世界市場との貿易成長率九％を上回る。域内貿易成長率は他の開発途上地域と比べても大きい。域内貿易比率はＥＵに次ぎ、ＮＡＦＴＡを凌ぐも である。東アジアの全ての国が域内からの輸入を増やしている。だが輸出は別で、グローバルな市場へ輸出してきた。域内貿易の進展は、地域の生産ネットワーク化が背景にある。生産ネットワークの進展という意味で経済統合が進んできた。東アジア内で分業し、生産して、アメリカ、ヨーロッパに売る、という構図であ これまで日本先行して生産ネットワークを構築し、東アジアでの貿易 生産ネットワークを牽引てきた。今では、生産ネットワークのリダーの役割は中国が受け継いでいる。域内の比較的高所得国（中国 香港、フィリピン、シンガポール、インドネシア、タイマレーシア）が持つ全輸出の三分の一近くが中国向けになっている。ただ 低所得国（ベトナム、カンボジア、ミャンマー、ラオス）ではそうは言えず、輸出先の多くはアメリカ向け、ＥＵ向けである 域内貿
易の進行とともに、産業内貿易の重要性が高まった。東アジア内では、産業内貿易は五五％から七八％に増えており、東アジアでの産業内貿易は域外と比べると非常に重要であることが分かる。なぜ産業内貿易が増えているのだろうか それは、地域のサプライチェーン、つ り密な生産ネットワークが形成されたからである。低賃金労働など、比較優位のある地域に投資が行われ、域外の市場に輸出が行われてい
　世界銀行が最近出版した世界開発報告で











進んできた といっても、生活水準が域内で収束しているということはな 。仮に統合が進んでいるのであれば、結果として一人あたりＧＤＰは収束に向かうはずであが、ＥＵと異なり東アジアではそうなっいない。●今後の 「統合」 のため 改善点
　東アジアではどうやって、更に統合をす















措置の成熟が必要だ 発展段階の異なる国が多数あり、統合を深める め 青写真は未だないが、これまでの経験が羅針盤になろう。一歩一歩、信頼醸成に向け 努力何よりも必要である。
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